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【要約】 

 

序章 

本論の研究対象である、小川一眞（おがわかずまさ 1860年（万延元）～ 1929年（昭和 4））

は、明治中期から大正期にかけて、写真撮影から印刷、出版、乾板製造など、写真を軸とした

一連の事業を展開し、写真師で唯一、帝室技芸員を拝命した人物である。 

幕末期、武士の家に生まれた小川は、10 代後半から写真師として活動を始め、20 代初めに

単身渡米。最新の写真、印刷、乾板製造を学び、帰国後は身に着けた技術を使って営業写真館

を開業するとともに、写真製版業、出版業を興し、印刷・出版業界に改革をもたらした。晩年

は、乾板製造業に専念したが、事業が軌道に乗ることなく 70歳で没した。 

初の帝室技芸員拝命者として、写真業界の発展に貢献した小川一眞であったが、没後、その

業績が顧みられることは少なく、小川を顕彰する動きはなかった。また、小川の事績はあまり

にも多岐にわたるため、これまで断片的、また部分的には紹介されていたが、それを体系づけ

て論じられることはなかった。 

本論文では、小川一眞の誕生から死去までの活動を、近代日本の歩みに沿うような形で７章

に分けて考察する。特に、これまで研究が進んでいなかった帝室技芸員拝命後の晩年の活動に

ついて、当時の新聞報道や写真業界関係者とのかかわりなどの周辺の調査により明らかにする。

その上で、社会の動きと小川の活動を重ね合わせ、小川の写真がどのような意図をもって撮

影・出版され、それが当時の人々にどのように受容され、浸透していったのかを検証する。 

 

第 1章「日本における写真術の習得とアメリカでの写真修行」 

本章では、小川一眞の出自と幼少期の小川がどのような教育を受けて育ち、日本国内で写真

術を習得し、群馬県富岡で始めた撮影業について概観した。次にアメリカへの渡航と現地での

写真修行がどのようなものであったか、そして帰国後の日本でどのような活動を展開しようと

小川が考えていたかを明らかにした。 

 

第 2章「『玉潤館』の開設と文化財調査写真の撮影、コロタイプ印刷による美術作品の図

版制作」 

本章では、小川一眞がアメリカから帰国後に開設した写真館「玉潤館」の草創期の活動とコ

ロタイプ印刷業を中心に検証を行った。特に、1888年（明治 21）から翌年にかけて、宮内省、

内務省、文部省の 3省の協力によって実施された文化財調査に同行し、撮影した写真の内容を

明らかにするとともに、その特徴を分析。写真をもとに小川によってコロタイプで印刷され

た図版が掲載された美術出版物『国華』『真美大観』Histoire de l’Art du Japon と調査写



真との関連性を実証し、小川によるコロタイプ印刷が国内外の人々に日本美術の素晴らし

さを伝える役割を担ったことを考察した。 

 

第 3 章「写真文化振興への貢献 ― 写真雑誌の発刊、写真団体の結成と展覧会の開催」 

印刷業に進出した小川一眞は、出版業もてがけるようになる。本章では、1889 年（明治 22）

から 1896 年（明治 29）にかけて、小川一眞が手がけた写真雑誌ならびに書籍について論じた。

小川一眞が 1 号から 4 号まで編集兼発行人を務めた写真雑誌『写真新報』、自ら翻訳し、編集・

発行した写真研究書『光線並写真化学』、海外の写真作品を紹介した『標本写真帖』、これらの

出版は、海外の写真事情を知る小川ならではのものであった。そして小川が発起人の一人とな

り結成された日本で最初の写真団体である「日本写真会」は、会員の作品発表のみならず、海

外作品を日本に運び、「外国写真展覧会」を開催するなど、精力的な活動を行った。小川も 1891

年（明治 24）7 月、浅草・凌雲閣で「百美人」展を開催している。 

本章では、1880 年代後半から 1890 年代初頭にかけての小川の活動が、日本の写真文化の振

興にどのように寄与したかを明らかにした。 

 

 第 4章「新たな事業の展開 ― 網目版写真印刷の導入と日清戦争、日露戦争報道」 

小川一眞は 1893 年（明治 26）、アメリカで開催されたシカゴ万国博覧会（5 月 1 日～10 月

30 日）にあわせて開かれた、万国写真公会に商議員として渡米した。小川にとっては最初の

渡米（1882 年～83 年）から約 10 年後、2 度目の渡米であった。 

小川は、現地で網目版印刷を知り、翌、1894 年（明治 27）2 月からコロタイプ印刷業に加

え、網目版印刷業も開始する。そしてそれは同年 8月に始まった日清戦争（1895年（明治 28）

3 月終結）の報道に活用された。また 1904 年（明治 37）にはじまった日露戦争では、日清戦

争の時とは比べものにならないほど、数多くの印刷物が作成され、小川もその一端を担った。

本章では網目版印刷で刷られた写真が、いかに社会の中に広まり、浸透していったかを解明し

た。 

 

第 5章「宮廷建築の撮影と帝室技芸員の拝命」 

本章では、小川一眞が撮影を命じられた、国家的プロジェクトとも言える写真撮影である「北

京城」、「東宮御所」について検証した。1901 年（明治 34）の 7 月から 8 月にかけて撮影され

た「北京城」、1909年（明治 42）に竣工した東宮御所の写真は、質、量ともに明治期の建築写

真の最高峰と位置づけられる。そして東宮御所を撮影した翌年の 1910年（明治 43）10月、小

川一眞は帝室技芸員を拝命する。それまで写真師で拝命した者はなく、初の快挙であった。本

章では小川の建築写真の特徴を分析するとともに、帝室技芸員に推挙された理由を探った。 



 

第 6章「『光筆画』の制作と東京美術学校臨時写真科の新設」 

本章では、小川一眞が 1914 年（大正 3）に「光筆画」と命名したコロタイプ印刷による古

画の原寸大複製作品が完成するまでの経緯と帝室技芸員の報恩製作として献納した作品に

ついて論じた。小川はこの頃、1912 年（明治 45）頃から本格的に東京美術学校への写真科設

置運動にも取り組んでおり、1915 年（大正 4）に東京美術学校臨時写真科の設置が実現した。

新学科設置の実現は並大抵なことではなく、東京美術学校校長の正木直彦校長と写真関係者の

協力なくしてはあり得なかった。帝室技芸員を拝命し、写真界を代表する立場となった小川が

東京美術学校臨時写真科の設置に果たした役割とその活動内容を検証した。 

 

第 7章「撮影・印刷業からの撤退と写真感光材料の研究と事業化の失敗」 

帝室技芸員を拝命した小川一眞は、東京写真師組合の組長も務めていた。小川一眞は、明治

天皇大喪儀（1912 年（大正元）9 月 13 日、14 日）の写真撮影を行い、『故伊藤公爵国葬写真

帖』(著作兼発行印刷者小川一眞、印刷兼発売所小川写真製版所、1909 年（明治 42）11 月 15

日)を出版するが、この時の撮影が原因で、東京写真師組長を解任されてしまう。そして大喪

儀から 6年後の 1918 年(大正 7) 10月末、小川は写真撮影業を廃業する。印刷業からも撤退し、

コロタイプ印刷による古画の原寸大複製作品である「光筆画」は大光社に譲渡する。 

1929 年（昭和 4）9 月 6 日に小川一眞は死去する。小川の死去後、小川が顧問を務めていた

乾板製造会社である日本写真工業株式会社はオリエンタル写真工業株式会社と合併し、小川が

生涯拘り続けた国産の感光材料の研究はオリエンタル写真工業株式会社に引き継がれること

になった。本章では、これまで不明であった小川の晩年の活動について、明らかにした。 

 

結章 

本章では、各章を俯瞰した上で、小川が何を目指して写真を軸とした様々な活動を行い、事

業を展開し、それが日本の視覚文化の形成にどのような影響を与えたのかを考察し、今後

の研究の展望を示した。 
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